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※重要           ～取扱いに当たっての留意事項～ 

○表中の「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」とは，「学校の授

業以外の場で学習したことを基に，授業で各活動が展開されること」を前提として記載してい

ます。学校以外の場のみで学習が完結するということではありませんので，授業における配慮

をお願いします。 

○ＱＲコードを活用し，音声や動画を視聴できる環境にない家庭の児童への配慮をお願いします。 

 

令和 2年（2020 年）6月 24 日版 

この資料は，児童の学びの保障を目的に，教科書の内容から「学校の授業で扱う必要がある教材・学習活動」と

「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」とに区別して，学習活動の重点化の観点から

単元ごとの配当時数，主な学習活動などをご提案するものです。 

新型コロナウィルス感染症の影響により，各種の取組を行い学校における指導を充実したとしても，なお，年度当

初予定していた内容の指導を本年度中に終えることが困難である場合，内容の一部を次学年に移して指導することも

考えられます。その際は，教員間の引継ぎを徹底するなど，遺漏のないようご配慮をいただけましたら幸いです。 

 

 

東京書籍  



「NEW HORIZON Elementary」（第 5 学年）年間指導計画作成資料 
 

月 単元名 単元の目標 時数 学習活動 

学校の授業以外の場において

行うことが考えられる 

教材・学習活動 

4 

Unit 1 

Hello, friends. 

pp.10-17 

◎学習指導要領

の内容：（1）ア・

イ・ウ・エ，（2）

ア ， （ 3 ）①  ア

（ ア ） （ イ ） ・ イ

（ア）（イ）・ウ・エ

（ ア ） （ イ ） ・ オ

（ア ） ，②  ア ・

イ，3（1）ウ（2）

（3） 

★中心領域：聞く，

話す［やり取り］ 

 

★他教科との関

連：社会，国語，

総合，道徳 

 

名前や好きなもの・

ことを伝えることが 

できる。 

（自分のことを伝え，

相手のことをよく知る

ために，名前や好きな

もの・ことなどについ

て，短い話を聞いてそ

の概要が分かったり，

伝え合ったりできる。

外国語の背景にある 

文化に対する理解を深

める。アルファベット

の活字体の大文字を書

くことができる。） 

8 

① 登場人物の学校での会

話や名前，好ききらいな

どの自己紹介や，海外の

友達の自己紹介を聞く。 

② 友達と好きなもの・こと

をたずね合ったり，巻末

絵カードを使って，英語

の語順を考えたりする。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，スポー

ツ，学校，色，食べ物に

関する語句や表現に慣

れ親しむ。 

④ 名前やつづり，好きなも

の・ことを友達とたずね

合った上で，「名刺カー

ド」を作り，交換する。 

p.34 に貼る。 

⑤ 世界の名前や，英語と日

本語の違いについて考

える。 

⑥ 北海道地方に住むロス・

フィンドレーさんの映

像を視聴する。 

⑦ 活字体の大文字を読ん

だり，書いたりする。 

◆【①の一部】予習とし

て，p.10やp.14のQRの音声

や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p.12とp.13のQRの音声

を聞きながら，名前のつづ

りや好きなもの・ことをた

ずね合う表現を声に出して

言う。 

◆【③の一部】p.11のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーのスポーツ，学校，

色，食べ物に関する語句や

表現を視聴したりして，英

語の音や文字に慣れ親し

む。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp.16-17を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p. 17のQRからロス・フ

ィンドレーさんについての

映像を視聴し，仕事や分か

ったことを記入する。 

◆【⑦の一部】予習とし

て，p.86のQRの音声を聞き

ながら，アルファベットの

大文字A～Zをpp.86-87に記

入する。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し

た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

※第6学年Unit 1の自己紹介

を話題にした言語活動を扱

う際に， p.10の初授業の

QRの音声や動画を繰り返し

5 



視聴して，使用場面や語

彙・表現を振り返りながら

学習をつなげる。 

（2.5時間） 

Unit 2 

When is your 

birthday? 

pp.18-25 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア ， （ ３ ） ① ア

（ ア ） （ イ ） ・ イ

（ア）（イ）・ウ・エ

（ ア ） （ イ ） ・ オ

（ア），②ア・イ，

３（１）ウ（２）（３） 

★中心領域：聞

く，話す[やり

取り] 

 

★他教科との関

連：社会，国語，

総合，道徳 

 

 

誕生日やほしいもの

を伝えることができ

る。 

（自分のことを伝え，

相手のことをよく知る

ために，自分や相手の

誕生日やほしいものな

どについて，短い話を

聞いてその概要が分か

ったり，伝え合ったり

できる。外国語の背景

にある文化に対する理

解を深める。アルファ

ベットの活字体の小文

字を書くことができ

る。） 

8 

① 誕生日やほしいものに

ついての登場人物の会

話や，世界の行事や祝日

についての話を聞く。 

② 誕生日やクリスマス，お

正月の行事の日付や，そ

れらの日にほしいもの

についてたずね合う。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，月，日

付，衣類，状態に関する

語句や表現に慣れ親し

む。 

④ 誕生日の日付やほしい

ものをたずね合った上

で，「バースデーカード」

を作り，友達と交換す

る。 p.34 に貼る。 

⑤ 世界の一年（行事や祝

日）や，英語と日本語の

違いについて考える。 

⑥ 中部地方に住む村雨辰

剛さんの映像を視聴す

る。 

⑦ 活字体の小文字を読ん

だり，書いたりする。 

◆【①の一部】予習とし

て，p.18やp.22のQRの音声

や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p.20とp.21のQRの音声

を聞きながら，誕生日やほ

しいものについてたずね合

う表現を声に出して言う。 

◆【③の一部】p.19のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーの月，日付，衣類，

状態に関する語句や表現を

視聴したりして，英語の音

や文字に親しむ。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp.24-25を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p. 25のQRから村雨辰剛

さんについての映像を視聴

し，仕事や分かったことを

記入する。 

◆【⑦の一部】予習とし

て，p.88のQRの音声を聞き

ながら，アルファベットの

小文字a～zを pp.88-89に記

入する。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し

た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

※第6学年Unit 1の自己紹介

を話題にした言語活動を扱

う際に， p.18の誕生日の

QRの音声や動画を繰り返し

視聴して，使用場面や語

彙・表現を振り返りながら
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学習をつなげる。 

（2.5 時間） 

Unit 3 

What do you 

want to study? 

pp.26-33 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア ， （ ３ ） ① ア

（ ア ） （ イ ） ・ イ

（ア）（イ）・ウ・エ

（ ア ） （ イ ） ・ オ

（ア），②ア・イ，

３（１）ウ（２）（３） 

★中心領域：聞く，

話す[やり取り・

発表] 

 

★他教科との関

連：社会，国語，

総合，道徳 

 

学びたい教科やなりた

い職業を伝えることが

できる。 

（自分のことを伝え，

相手のことをよく知る

ために，学びたい教科

やなりたい職業などに

ついて，短い話を聞い

てその概要が分かった

り，伝え合ったり，話

したりすることができ

る。外国語の背景にあ

る文化に対する理解を

深める。アルファベッ

トの活字体の大文字・

小文字を書くことがで

きる。） 

8 

① 登場人物や世界の友達

の学びたい教科や時間

割，なりたい職業につい

ての話を聞く。 

② 学びたい教科やなりた

い職業について友達と

たずね合う。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，天気，

曜日，気分，教科，職業，

に関する語句や表現に

慣れ親しむ。 

④ 学びたい教科やなりた

い職業についてたずね

合った上で，「夢に近づ

く時間割」を作り，紹介

する。 p.35 に貼る。 

⑤ 世界の授業や，英語と日

本語の違いについて考

える。 

⑥ 中国地方に住むソイル・

アリさんの映像を視聴

する。 

⑦ 活字体の大文字・小文字

を読んだり，書いたりす

る。 

◆【①の一部】予習とし

て，p.26やp.30のQRの音声

や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p.28とp.29のQRの音声

を聞きながら，学びたい教

科やなりたい職業について

たずね合う表現を声に出し

て言う。 

◆【③の一部】p.27のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーの天気，曜日，気

分，教科，職業に関する語

句や表現を視聴したりし

て，英語の音や文字に慣れ

親しむ。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp.32-33を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p.33のQRからソイル・

アリさんについての映像を

視聴し，仕事や分かったこ

とを記入する。 

◆【⑦の一部】予習として，

p.90 の QR の音声を聞きな

がら，p.90 の形のにている文

字および p.91 のグループ分

けを記入する。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し

た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

※第6学年Unit 8の将来の夢

を話題にした言語活動を扱

う際に， p.26の学校行事の

QRの音声や動画を繰り返し

視聴して，使用場面や語

彙・表現を振り返りながら

7 



学習をつなげる。 

（2.5時間） 

Check Your  

Steps 1 

外国の人に自己

紹介をしよう 

pp.34-35 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア ， （ ３ ） ① ア

（ ア ） （ イ ） ・ イ

（ア）（イ）・ウ・エ

（ ア ） （ イ ） ・ オ

（ア），②ア・イ，

３（１）ウ（２）（３） 

 

★中心領域：話す

[発表] 

初めて会う外国の人

に自己紹介をするこ

とができる。 

（外国の人に自己紹介

するために，好きなも

の・こと，ほしいも

の，誕生日などについ

て話すことができ

る。） 
2 

① 児童が初めて会う外国

の人に対して自己紹介

をすることを想定し，好

きなもの・こと，ほしい

もの，誕生日などから伝

えたいことを選んでパ

ネルを作り，スピーチを

行う。 

※Check Your Steps 1 は総

括的評価のための単元と位

置付けているため，本時の全

活動を「授業で扱う必要があ

るもの」と考える。評価の結

果，フィードバックを要する

部分については，Unit 1～3

の該当箇所に立ち返り，適宜

補って学習する。 

※第6学年Check Your 

Steps 1で外国の人にメッセ

ージを伝える言語活動を扱

う際に， ピクチャーディク

ショナリーを活用しながら

外国の人に自己紹介をする

学習にもつなげる。 

 

9 

Unit 4 

He can bake 

bread well. 

pp.38-45 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア，（３）①ア・イ 

（ア）（イ）（ウ）・

ウ・エ・オ（ア），

②ア・イ，３（１）

（２）（３） 

★中心領域：聞く，

話す[やり取り・

発表]  

 

★他教科との関

連：社会，国語，

総合，道徳 

 

地域の身近な人を紹

介することができ

る。 

（地域に住む身近な人

を紹介するために，そ

の人のできることなど

について，短い話を聞

いてその概要が分かっ

たり，伝え合ったり，

話したりすることがで

きる。外国語の背景に

ある文化に対する理解

を深める。アルファベ

ットの活字体の大文

字・小文字を書くこと

ができる。） 
 8 

① 登場人物が住む地域の

場所や身近な人につい

ての話や，できること・

できないことについて

の話を聞く。 

② 先生や友達にインタビ

ューをしたり，そのこと

をもとに名前を書いた

り，できることの巻末絵

カードを置いたりする。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，動作な

ど，建物など，楽器，家

族，人に関する語句や表

現に慣れ親しむ。 

④ 「身近な人紹介カード」

を作ってその人の職業

やできることなどをた

ずね合ったりした上で，

ショー・アンド・テルを

する。 p.63 に貼る。 

⑤ 世界の町で働く人々や， 

英語と日本語の違いに

ついて考える。 

⑥ 九州地方に住むドリア

ーノ・スリスさんの映像

を視聴する。 

⑦ 複数の大文字の名前を

聞いて書く。アクセント

◆【①の一部】予習とし

て，p.38やp.42のQRの音声

や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p.40とp.41のQRの音声

を聞きながら，身近な人の

できること・できないこと

を紹介し合う表現を声に出

して言う。 

◆【③の一部】p.39のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーの動作など，建物な

ど，楽器，家族，人に関す

る語句や表現を視聴したり

して，英語の音や文字に慣

れ親しむ。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp.44-45を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p.45のQRからドリアー

ノ・スリスさんについての

映像を視聴し，仕事や分か

ったことを記入する。 
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に慣れ親しむ。 ◆【⑦の一部】予習とし

て，p.94のQRの音声を聞き

ながら，アクセント①～④

を記入する。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し

た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

※第6学年Unit 3の旅先でで

きること（可能）を話題に

した言語活動を扱う際に， 

p.38の身近な人ができるこ

と（能力）のQRの音声や動

画を繰り返し視聴して，使

用場面や語彙・表現を振り

返る。canのもつ英語の意味

の違い（能力と可能）にも

気付けると第6学年にふさわ

しく学びが深まる。 

（2.5時間） 

Unit 5 

Where is the 

post office? 

pp.46-53 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア，（３）①ア・イ 

（ア）（イ）（ウ）・

ウ・エ・オ（ア），

②ア・イ，３（１）

（２）（３） 

★中心領域：聞く，

話す[やり取り] 

  

★他教科との関

連：社会，国語，

総合，道徳 

場所をたずねたり，

答えたりすることが

できる。 

（自分の知りたい場所

や位置をたずねたり，

相手を案内したりする

ために，場所や位置の

たずね方や答え方など

について，短い話を聞

いてその概要が分かっ

たり，伝え合ったりす

ることができる。外国

語の背景にある文化に

対する理解を深める。

アルファベッの活字体

の大文字・小文字を書

くことができる。） 
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① 登場人物の道案内や，さ

がしものがどこにある

のか，外国の記号につい

ての話を聞く。 

② さがしものがどこにあ

るのかたずね合ったり，

登場人物になりきって

道案内をしたりする。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，道案

内，位置，日常生活，建

物などに関する語句や

表現に慣れ親しむ。 

④ お気に入りの場所や，あ

ったらよい場所などを

地図に記入して伝え合

ったりした上で，「町に

あったらよい場所カー

ド」を作り，道案内をす

る。 p.63 に貼る。 

⑤ 世界の地図や標識，英語

と日本語の違いについ

て考える。 

⑥ 関東地方に住むデービ

ッド・ブルさんの映像を

視聴する。 

◆【①の一部】予習とし

て，p.46やp.50のQRの音声

や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p.48とp.49のQRの音声

を聞きながら，どこにある

かをたずね合う表現を声に

出して言う。 

◆【③の一部】p.47のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーの道案内，位置，日

常生活，建物などに関する

語句や表現を視聴したりし

て，英語の音や文字に慣れ

親しむ。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp.52-53を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p.53のQRからデービッ

ド・ブルさんについての映

11 



⑦ 複数の小文字の名前を

聞いて書く。アクセント

や単語の始まりの音に

慣れ親しむ。 

像を視聴し，仕事や分かっ

たことを記入する。 

◆【⑦の一部】予習として， 

p.94 と p.95 の QR の音声を

聞きながら，アクセント⑤～

始まりの音②を記入する。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し

た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

（2.5時間） 

Unit 6 

What would you 

like? 

pp.54-61 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア，（３）①ア・イ 

（ア）（イ）（ウ）・

ウ・エ・オ（ア），

②ア・イ，３（１）

（２）（３） 

★中心領域：聞く，

話す[やり取り] 

 

★他教科との関

連：算数，家庭，

社会，国語，総

合 

 

ていねいに注文をし

たり，値段をたずね

たりすることができ

る。 

（自分のことを伝え，

相手のことをよく知る

ために，ていねいな表

現を使って注文したり

会計したりすることな

どについて，短い話を

聞いてその概要が分か

ったり，伝え合ったり 

することができる。外

国語の背景にある文化

に対する理解を深め

る。アルファベットの

活字体の大文字・小文

字を書くことができ

る。） 

 

8 

① 登場人物がていねいに

注文したり，値段をたず

ねたりする場面や，世界

の料理についての話を

聞く。 

② ピクチャーディクショ

ナリーを使って注文し

たり，値段をたずね合っ

たり，メニューを考えた

りする。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，デザー

ト，味など，食べ物，飲

み物，数，に関する語句

や表現に慣れ親しむ。 

④ 日本各地の名物を決め

て，ピクチャーディクシ

ョナリーを使って注文

をしたり，会計し合った

上で，「ふるさとメニュ

ートレイ」と巻末絵カー

ドを使ったりして，買い

物をし合う。 p.62 に貼

る。 

⑤ 世界の食文化や，英語と

日本語との違いについ

て考える。 

⑥ 東北地方に住むカリン・

ラフィットさんの映像

を視聴する。 

⑦ 複数の小文字の名前を

聞いて書く。単語の始ま

りの音や終わりの音に

慣れ親しむ。 

◆【①の一部】予習とし

て，p.54やp.58のQRの音声

や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p.56とp.57のQRの音声

を聞きながら，ていねいな

表現で注文したり会計した

りする表現を声に出して言

う。 

◆【③の一部】p.55のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーのデザート，味な

ど，食べ物，飲み物，数に

関する語句や表現を視聴し

たりして，英語の音や文字

に慣れ親しむ。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp.60-61を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p. 61のQRからカリン・

ラフィットさんについての

映像を視聴し，仕事や分か

ったことを記入する。 

◆【⑦の一部】予習として，

p.95 の QR の音声を聞きな

がら，単語の始まりの音③～

終わりの音③を記入する。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し
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た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

※第6学年Unit 3の世界遺産

を話題にした言語活動を扱

う際に， p.55のLet’s 

Watch and Thinkの世界に

渡った日本の料理の音声や

動画を視聴して，日本や地

域の名所や名物の紹介，買

い物にも関連させながら学

習をつなげる。 

（2.5 時間） 

Check Your  

Steps 2 

地域のおすすめを

紹介しよう 

pp.62-63 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア，（３）①ア・イ 

（ア）（イ）（ウ）・

ウ・エ・オ（ア），

②ア・イ，３（１）

（２）（３） 

★中心領域：話す

[発表]  

 

あなたの地域のおす

すめを外国の人に紹

介することができ

る。 

（地域のおすすめを外

国の人に紹介するため

に，建物，人，特産物

などについて話すこと

ができる。） 2 

① 児童の地域のおすすめ

を外国の人に紹介する

ことを想定し，建物や

人，特産物などから伝え

たいことを選び，パンフ

レットを作り，スピーチ

を行う。 

※Check Your Steps 2は総

括的評価のための単元と位

置付けているため，本時の

全活動を「授業で扱う必要

があるもの」と考える。評

価の結果，フィードバック

を要する部分については，

Unit 1～6の該当箇所に立ち

返り，適宜補って学習す

る。 

※第6学年Check Your 

Steps 2で世界と自分とのつ

ながりを発見して紹介する

言語活動を扱う際に， ピク

チャーディクショナリーを

活用しながら自分の住む身

近な地域のおすすめを紹介

する学習にもつなげる。 

 



1 

Unit 7 

Welcome to 

Japan. 

pp.66-73 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア， （３ ）①ア・

イ ・ ウ ・ エ ・ オ

（ア）（イ），②ア・

イ，３（１） （２ ）

（３） 

★中心領域：聞く，

話す[やり取り・

発表] 

 

★他教科との関

連：社会，国語，

総合，道徳 

 

日本の四季や文化に

ついて紹介すること

ができる。 

（自分のことを伝え，

相手のことをよく知る

ために，日本の四季や

文化などについて，短

い話を聞いてその概要

が分かったり，伝え合

ったり，話したりする

ことができる。外国語

の背景にある文化に対

する理解を深める。ア

ルファベットの活字体

の大文字・小文字を書

くことができる。） 

8 

① 登場人物の日本の四季

や文化についての話や，

世界で食べられている

日本の食べ物について

の話を聞く。 

② 日本の遊びや年中行事に

ついて，クイズを出し合

ったり，その行事にする

ことや食べるものについ

てたずね合ったりする。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，季節や

形，遊びなど，年中行事

に関する語句や表現に

慣れ親しむ。 

④ 好きな季節やその理由，

その季節に行う行事をた

ずね合った上で「日本の

四季ポストカード」を作

り紹介する。p.82 に貼る。 

⑤ 世界に広がる日本文化

と，英語と日本語との違

いについて考える。 

⑥ 中部地方に住むスザー

ン・ロスさんの映像を視

聴する。 

⑦ Animals Jingle を聞い

たり，歌ったりする。 

◆【①の一部】予習とし

て，p. 66やp. 70のQRの音

声や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p. 69のQRの音声を聞き

ながら，日本の遊びや年中

行事などについてたずね合

う表現を声に出して言う。 

◆【③の一部】p. 67のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーの季節，形，遊びな

ど，年中行事に関する語句

や表現を視聴したりして，

英語の音や文字に慣れ親し

む。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp. 72-73を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p. 73のQRからスザー

ン・ロスさんについての映

像を視聴し，仕事や分かっ

たことを記入する。 

◆【⑦の一部】予習として，

p. 96 の QR の音声を聞きな

がら，Animals Jingle を歌

う。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し

た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

※第6学年Unit 2のふだんす

ることを話題にした言語活

動を扱う際に， p.66の年中

行事のQRの音声や動画を繰

り返し視聴して，使用場面

や語彙・表現を振り返りな

がら学習をつなげる。 

（2.5 時間） 

 

2 



Unit 8 

Who is your 

hero? 

pp.74-81 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア， （３ ）①ア・

イ ・ ウ ・ エ ・ オ

（ア）（イ），②ア・

イ，３（１） （２ ）

（３） 

 

★中心領域：話す

[やり取り・発表]  

 

 

あこがれの人につい

て発表することがで

きる。 

（あこがれの人を紹介

するために，日常生活

やその人が得意なこと

などについて，短い話

を聞いてその概要が分

かったり，伝え合った

り，話したりすること

ができる。外国語の背

景にある文化に対する

理解を深める。アルフ

ァベットの活字体の大

文字・小文字を書くこ

とができる。） 

8 

① 日常生活やあこがれの

人，海を越えて活躍する

日本のヒーローたちの

話を聞く。 

② 登場人物の日課につい

てのゲームをする。ま

た，絵をヒントに質問し

合って友達について知

り，紹介する。 

③ 歌やチャンツ，ピクチャ

ーディクショナリーな

どを使いながら，一日の

生活，性格など，頻度，

スポーツ，楽器に関する

語句や表現に慣れ親し

む。 

④ 児童にとってのヒーロ

ーを考えて「ヒーロー紹

介カード」を作り，その

理由をペアでたずね合

った上でショー・アン

ド・テルをする。 p.82

に貼る。 

⑤ 日本生まれのヒーロー

や，英語と日本語との違

いについて考える。 

⑥ 近畿地方に住むダイア

ン吉日さんの映像を視

聴する。 

⑦ Food Jingle を聞いた

り，歌ったりする。 

◆【①の一部】予習とし

て，p. 74やp. 78のQRの音

声や動画を繰り返し視聴し

て，Our Goalのねらいを把

握する。 

◆【②の一部】予習とし

て，p. 76とp. 77のQRの音

声を聞きながら，日常生活

やあこがれの人についてた

ずね合う表現を声に出して

言う。 

◆【③の一部】p. 75のQRか

ら歌やチャンツを聞いた

り，ピクチャーディクショ

ナリーの一日の生活，性格

など，頻度，スポーツ，楽

器に関する語句や表現を視

聴したりして，英語の音や

文字に慣れ親しむ。 

◆【⑤の一部】予習とし

て，pp. 80-81を読んで，ク

イズのコーナーや「ことば

探検」の誌面余白やノート等

に，調べたことや考えたこと

を記入する。 

◆【⑥の一部】予習とし

て，p. 81のQRからダイアン

吉日さんについての映像を

視聴し，仕事や分かったこ

とを記入する。 

◆【⑦の一部】予習とし

て，p. 96のQRの音声を聞き

ながら，Food Jingleを歌

う。 

※上記「予習として」授業

以外の場でも行えると示し

た活動は，いずれも④の単

元のゴールの活動を支える

内容であるため，授業での

④の見取りに応じて，適宜

授業で補う。 

※第6学年Unit 2の頻度を表

す表現を使った言語活動を

扱う際に， p.74の日課の

QRの音声や動画を繰り返し

視聴して，使用場面や語

彙・表現を振り返りながら

学習をつなげる。 

（2.5時間） 

3 

Check Your 
「日本のすてき」を

2 
① 英語の先生に「日本のす ※Check Your Steps 3 は総



20/70 時間 

 Steps 3 

「日本のすてき」を

紹介しよう 

pp.82-83 

◎学習指導要領

の内容：（１）ア・

イ・ウ・エ，（２）

ア， （３ ）①ア・

イ ・ ウ ・ エ ・ オ

（ア）（イ），②ア・

イ，３（１） （２ ）

（３） 

★中心領域：聞く，

話す[発表] 

 

★他教科との関

連：社会，国語 

英語の先生に紹介す

ることができる。 

（「日本のすてき」を

紹介するために，人や

行事，食べ物などにつ

いて話すことができ

る。） 

てき」を紹介することを

想定し，人や行事，食べ

物などから伝えたいこ

とを選び，紹介ガイドを

作り，スピーチをする。 

② クラス全員の日本紹介

ガイドのページを集め

てガイドブックにする。 

括的評価のための単元と位

置付けているため，本時の全

活動を「授業で扱う必要があ

るもの」と考える。評価の結

果，フィードバックを要する

部分については，Unit 1～8

の該当箇所に立ち返り，適宜

補って学習する。 

※第6学年Check Your 

Steps 3で寄せ書きのメッセ

ージを伝える言語活動を扱

う際に， ピクチャーディク

ショナリーを活用しながら

「日本のすてき」の紹介文

などを添えて，ALTの先生

などといっしょに英語で卒

業文集を作る活動に膨らま

せることもできる。 

 


